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最
高
裁
が
、
消
滅
時
効
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
お

い
て
、
私
法
上
の
債
権
（
水
の
売
買
代
金
債
権
）
と

し
て
い
る
（
最
高
裁
平
成
15
年
10
月
10
日
決
定
・
平

成
13
年
（
受
）
第
１
３
２
７
号
）。

水
道
法
第
15
条
第
３
項
は
、「
水
道
事
業
者
は
、

当
該
水
道
に
よ
り
給
水
を
受
け
る
者
が
料
金
を
支
払

わ
な
い
と
き
、
正
当
な
理
由
な
し
に
給
水
装
置
の
検

査
を
拒
ん
だ
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理

由
が
継
続
す
る
間
、
供
給
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
者
に
対
す
る
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
。」
と
定
め
て
お
り
、給
水
を
受
け
る
者
（
需

要
者
）
が
水
道
料
金
を
支
払
わ
ず
、水
道
事
業
者
が
、

督
促
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
７
１
条
）
等
の
努

力
を
し
て
も
奏
功
し
な
い
と
き
に
は
、
最
終
的
に
給

水
停
止
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
戸
建

の
場
合
は
敷
地
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
の

場
合
は
共
用
部
分
に
立
ち
入
り
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ

た
止
水
栓
を
閉
栓
す
る
。

３　

と
こ
ろ
で
、
刑
法
第
１
３
０
条
は
、「
正
当
な

理
由
が
な
い
の
に
、
人
の
住
居
若
し
く
は
人
の
看
守

す
る
邸
宅
、
建
造
物
若
し
く
は
艦
船
に
侵
入
し
、
又

は
要
求
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ら
の
場
所

か
ら
退
去
し
な
か
っ
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又

は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

給
水
停
止
の
た
め
に
戸
建
の
敷
地
や
集
合
住
宅
の

共
用
部
分
に
立
ち
入
る
と
、
住
居
侵
入
罪
が
成
立
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
刑
法
第
１
３
０
条
に
い
う
「
侵

入
」
の
意
義
が
問
題
と
な
る
（
ち
な
み
に
、
同
条
は

「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
」
と
定
め
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
住
居
等
に
立
ち
入
る
行
為
は
日
常
頻
繁
に

住
居
侵
入
罪
に
お
け
る
「
侵
入
」
の
意
義

弁
護
士

羽
根
　
一
成

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

住
居
侵
入
罪
に
お
け
る
「
侵
入
」
の
意
義

最
高
裁
昭
和
58
年
４
月
８
日
判
決
（
判
例
時
報
１
０
７
８
号
１
５
３
頁
）

最
高
裁
平
成
19
年
７
月
２
日
決
定
（
判
例
時
報
１
９
８
６
号
１
５
６
頁
）

最
高
裁
平
成
20
年
４
月
11
日
判
決
（
判
例
時
報
２
０
３
３
号
１
４
２
頁
）

第
１　

は
じ
め
に

１　

こ
こ
数
年
来
、
地
方
公
共
団
体
が
債
権
回
収
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
。
債
権
回
収
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

き
お
い
債
務
者
と
の
軋
轢
が
不
可
避
と
な
る
が
、
そ

の
際
、
債
務
者
か
ら
「
う
ち
に
立
ち
入
る
な
」、「
住

居
侵
入
罪
で
訴
え
る
」
な
ど
と
威
嚇
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

水
道
料
金
の
徴
収
を
例
に
、
債
権
回
収
と
住
居
侵
入

罪
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

２　

水
道
事
業
で
は
、
需
要
者
か
ら
給
水
契
約
の
申

込
み
を
受
け
（
水
道
法
第
15
条
第
１
項
）、
水
を
供

給
し
（
同
条
第
２
項
）、水
道
料
金
を
徴
収
す
る
（
同

法
第
14
条
第
１
項
）。
こ
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
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行
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
適
法
で
あ
っ
て
犯
罪
と

は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
違
法
で
あ
る
場
合
の
み
犯

罪
と
な
る
こ
と
を
誤
解
の
な
い
よ
う
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。）。

な
お
、
戸
建
の
敷
地
（
大
審
院
昭
和
７
年
４
月
21

日
判
決
・
大
審
院
刑
事
判
例
集
11
巻
４
０
７
頁
な
ど
）

及
び
集
合
住
宅
の
共
用
部
分
（
最
高
裁
平
成
20
年
４

月
11
日
判
決
）
は
い
ず
れ
も
「
住
居
」
で
は
な
く
「
邸

宅
」（
人
の
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
に
付
属
し
、

主
と
し
て
住
居
者
の
利
用
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
区
画

さ
れ
た
場
所
（
前
掲
・
大
審
院
昭
和
７
年
４
月
21
日

判
決
））
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
て
お
り
（
戸
建
の

建
物
や
集
合
住
宅
の
専
有
部
分
が
「
住
居
」
と
な

る
。）、
罪
名
と
し
て
は
、
正
確
に
は
「
住
居
侵
入
罪
」

で
は
な
く
「
邸
宅
侵
入
罪
」
と
な
る
。

第
２　

最
高
裁
昭
和
58
年
４
月
８
日 

判
決

１　

事
実
の
概
要

「
被
告
人
ら
は
、
全
逓
の
春
季
闘
争
の
一
環
と
し

て
、
多
数
の
ビ
ラ
を
貼
付
す
る
目
的
で
、
大
槌
郵
便

局
舎
内
に
管
理
権
者
で
あ
る
Ａ
局
長
の
事
前
の
了
解

を
受
け
る
こ
と
な
く
立
ち
入
っ
た
」。

な
お
、「
被
告
人
ら
は
、
夜
、
多
人
数
で
土
足
の

ま
ま
局
舎
内
に
立
ち
入
り
、
縦
約
二
五
糎
、
横
約
九

糎
大
の
西
洋
紙
に
「
大
巾
賃
上
げ
」、「
ス
ト
権
奪
還
」

な
ど
と
ガ
リ
版
印
刷
を
し
た
ビ
ラ
約
一
〇
〇
〇
枚
を

局
舎
の
各
所
に
乱
雑
に
貼
付
し
」
て
い
た
。

２　

判
旨

「
刑
法
１
３
０
条
前
段
に
い
う
「
侵
入
シ
」
と
は
、

他
人
の
看
守
す
る
建
造
物
等
に
管
理
権
者
の
意
思
に

反
し
て
立
ち
入
る
こ
と
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
管
理
権
者
が
予
め
立
入
り
拒
否
の
意
思
を
積

極
的
に
明
示
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該

建
造
物
の
性
質
、
使
用
目
的
、
管
理
状
況
、
管
理
権

者
の
態
度
、
立
入
り
の
目
的
な
ど
か
ら
み
て
、
現
に

行
わ
れ
た
立
入
り
行
為
を
管
理
権
者
が
容
認
し
て
い

な
い
と
合
理
的
に
判
断
さ
れ
る
と
き
は
、
他
に
犯
罪

の
成
立
を
阻
却
す
べ
き
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
以

上
、
同
条
の
罪
の
成
立
を
免
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
傍
線
に
つ

き
同
様
。）

第
３　

最
高
裁
平
成
19
年
７
月
２
日 

決
定

１　

事
実
の
概
要

「
被
告
人
は
、
共
犯
者
ら
と
、
本
件
銀
行
の
現
金

自
動
預
払
機
を
利
用
す
る
客
の
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
、
名
義
人
氏
名
、
口
座
番
号
等
を
盗
撮
す
る
た
め
、

現
金
自
動
預
払
機
が
複
数
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、
行

員
が
常
駐
し
な
い
同
銀
行
支
店
出
張
所
（
看
守
者
は

支
店
長
）
に
営
業
中
に
立
ち
入
り
、
う
ち
１
台
の
現

金
自
動
預
払
機
を
相
当
時
間
に
わ
た
っ
て
占
拠
し
続

け
る
こ
と
を
共
謀
し
た
。」

そ
し
て
、「
被
告
人
ら
は
、
前
記
共
謀
に
基
づ
き
、

前
記
盗
撮
目
的
で
、
平
成
17
年
９
月
５
日
午
後
０
時

９
分
こ
ろ
、
現
金
自
動
預
払
機
が
６
台
設
置
さ
れ
て

お
り
、
行
員
が
常
駐
し
な
い
同
銀
行
支
店
出
張
所
に

営
業
中
に
立
ち
入
り
」、
盗
撮
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
隣
の
現
金
自
動
預
払
機
の
前
の
床
に
受
信

機
等
の
入
っ
た
紙
袋
を
置
き
、
入
出
金
や
振
込
等
を

行
う
一
般
の
利
用
客
の
よ
う
に
装
い
、
同
現
金
自
動

預
払
機
で
適
当
な
操
作
を
繰
り
返
す
な
ど
し
た
。

２　

判
旨

「
被
告
人
ら
は
、現
金
自
動
預
払
機
利
用
客
の
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
等
を
盗
撮
す
る
目
的
で
、
現
金
自
動

預
払
機
が
設
置
さ
れ
た
銀
行
支
店
出
張
所
に
営
業
中

に
立
ち
入
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
立
入
り

が
同
所
の
管
理
権
者
で
あ
る
銀
行
支
店
長
の
意
思
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
立
入
り
の
外
観
が
一
般
の
現
金
自
動
預
払
機
利

用
客
の
そ
れ
と
特
に
異
な
る
も
の
で
な
く
て
も
、
建

造
物
侵
入
罪
が
成
立
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

第
４　

最
高
裁
平
成
20
年
４
月
11
日 

判
決

１　

事
実
の
概
要

「
被
告
人
３
名
は
、
共
謀
の
上
、
テ
ン
ト
村
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、「
自
衛
官
・
ご
家
族
の
皆
さ
ん
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へ　

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
！
い
っ
し
ょ
に
考

え
、
反
対
の
声
を
あ
げ
よ
う
！
」
と
の
表
題
の
下
、

前
同
様
の
内
容
の
Ａ
４
判
大
の
ビ
ラ
を
、
立
川
宿
舎

〔
注
：
当
時
の
防
衛
庁
立
川
宿
舎
〕
の
各
号
棟
の
各

室
玄
関
ド
ア
の
新
聞
受
け
に
投
か
ん
す
る
目
的
で
、

平
成
16
年
１
月
17
日
午
前
11
時
30
分
過
ぎ
こ
ろ
か
ら

午
後
０
時
こ
ろ
ま
で
の
間
、
立
川
宿
舎
の
敷
地
内
に

３
名
と
も
立
ち
入
っ
た
上
、
分
担
し
て
、
３
号
棟
東

側
階
段
、
同
棟
中
央
階
段
、
５
号
棟
東
側
階
段
、
６

号
棟
東
側
階
段
及
び
７
号
棟
西
側
階
段
に
通
じ
る
各

１
階
出
入
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
階
の
各
室
玄
関
前
ま

で
立
ち
入
り
、
各
室
玄
関
ド
ア
の
新
聞
受
け
に
上
記

ビ
ラ
を
投
か
ん
す
る
な
ど
し
た
。」

ま
た
、「
被
告
人
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
共
謀
の
上
、

テ
ン
ト
村
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
ブ
ッ
シ
ュ
も

小
泉
も
戦
場
に
は
行
か
な
い
」
と
の
表
題
の
下
、
前

同
様
の
内
容
の
Ａ
４
判
大
の
ビ
ラ
を
、
立
川
宿
舎
の

各
号
棟
の
各
室
玄
関
ド
ア
の
新
聞
受
け
に
投
か
ん
す

る
目
的
で
、
平
成
16
年
２
月
22
日
午
前
11
時
30
分
過

ぎ
こ
ろ
か
ら
午
後
０
時
過
ぎ
こ
ろ
ま
で
の
間
、
立
川

宿
舎
の
敷
地
内
に
２
名
と
も
立
ち
入
っ
た
上
、
分
担

し
て
、
３
号
棟
西
側
階
段
、
５
号
棟
西
側
階
段
及
び

７
号
棟
西
側
階
段
に
通
じ
る
各
１
階
出
入
口
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
４
階
の
各
室
玄
関
前
ま
で
立
ち
入
り
、
各
室

玄
関
ド
ア
の
新
聞
受
け
に
上
記
ビ
ラ
を
投
か
ん
す
る

な
ど
し
た
。」

２　

判
旨

「
前
記
１
の
立
川
宿
舎
の
各
号
棟
の
構
造
及
び
出

入
口
の
状
況
、
そ
の
敷
地
と
周
辺
土
地
や
道
路
と
の

囲
障
等
の
状
況
、
そ
の
管
理
の
状
況
等
に
よ
れ
ば
、

各
号
棟
の
１
階
出
入
口
か
ら
各
室
玄
関
前
ま
で
の
部

分
は
、
居
住
用
の
建
物
で
あ
る
宿
舎
の
各
号
棟
の
建

物
の
一
部
で
あ
り
、
宿
舎
管
理
者
の
管
理
に
係
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
居
住
用
の
建
物
の
一
部
と
し
て
刑

法
１
３
０
条
に
い
う
「
人
の
看
守
す
る
邸
宅
」
に
当

た
る
も
の
と
解
さ
れ
、
ま
た
、
各
号
棟
の
敷
地
の
う

ち
建
築
物
が
建
築
さ
れ
て
い
る
部
分
を
除
く
部
分

は
、各
号
棟
の
建
物
に
接
し
て
そ
の
周
辺
に
存
在
し
、

か
つ
、
管
理
者
が
外
部
と
の
境
界
に
門
塀
等
の
囲
障

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
各
号
棟
の
建
物

の
付
属
地
と
し
て
建
物
利
用
の
た
め
に
供
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か

ら
、上
記
部
分
は
、「
人
の
看
守
す
る
邸
宅
」の
囲
に
ょ

う
地
と
し
て
、
邸
宅
侵
入
罪
の
客
体
に
な
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
49
年
（
あ
）
第

７
３
６
号
同
51
年
３
月
４
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
刑

集
30
巻
２
号
79
頁
参
照
）。」

「
そ
し
て
、刑
法
１
３
０
条
前
段
に
い
う「
侵
入
し
」

と
は
、
他
人
の
看
守
す
る
邸
宅
等
に
管
理
権
者
の
意

思
に
反
し
て
立
ち
入
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
55
年
（
あ
）
第
９
０
６
号
同
58

年
４
月
８
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
刑
集
37
巻
３
号

２
１
５
頁
参
照
）、
立
川
宿
舎
の
管
理
権
者
は
、
前

記
１
⑴
オ
の
と
お
り
で
あ
り
〔
注
：
陸
上
自
衛
隊
東

立
川
駐
屯
地
業
務
隊
長
、
航
空
自
衛
隊
第
１
補
給
処

立
川
支
処
長
、
防
衛
庁
契
約
本
部
な
い
し
同
庁
技
術

研
究
本
部
第
３
研
究
所
〕、
被
告
人
ら
の
立
入
り
が

こ
れ
ら
の
管
理
権
者
の
意
思
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
前
記
１
の
事
実
関
係
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。」

第
５　

実
務
上
の
検
討

１　

住
居
侵
入
罪
の
保
護
法
益
と
「
侵
入
」
の
意
義

⑴
　
学
説

殺
人
罪
（
刑
法
第
１
９
９
条
）
に
お
け
る
人
の
生

命
の
よ
う
に
、
刑
罰
は
法
益
を
保
護
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
住
居
侵
入
罪
に
つ
い
て
は
、
い
か

な
る
法
益
を
保
護
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
保
護
法
益
自
体
に
学
説
上
争
い
が
あ
る
。

１
つ
は
住
居
権
説
で
あ
り
、
住
居
侵
入
罪
は
住
居

権
者
の
住
居
権
（「
邸
宅
」
等
に
つ
い
て
は
管
理
権

者
の
管
理
権
）
を
保
護
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い

る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
平
穏
説
で
あ

り
、
住
居
等
の
事
実
上
の
平
穏
を
保
護
す
る
た
め
に

定
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
住
居
権
説

が
（
従
来
の
）
判
例
、
平
穏
説
が
通
説
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
通
説
に
対
し
て
、
住
居
に
他
人
の
立
入
り
を

認
め
る
か
否
か
の
自
由
を
保
護
法
益
と
す
る
新
住
居

権
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

両
説
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
お
断
り
の
表
示
が
あ
る
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の
に
こ
れ
を
無
視
し
て
立
ち
入
っ
た
場
合
の
よ
う

に
、
住
居
者
等
（
居
住
者
、
看
守
者
）
の
意
思
に
は

反
す
る
が
、
平
穏
な
態
様
で
立
ち
入
っ
た
場
合
に
住

居
侵
入
罪
が
成
立
す
る
の
か
ど
う
か
で
差
異
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
管
理
権
説
か
ら
す
る

と
、「
侵
入
」
と
は
、
居
住
者
等
の
意
思
に
反
す
る

立
入
り
を
（
意
思
侵
害
説
）、
平
穏
説
か
ら
す
る
と
、

住
居
等
の
事
実
上
の
平
穏
を
侵
害
す
る
態
様
で
の
立

入
り
を
い
う
こ
と
に
な
る
（
平

穏
侵
害
説
）。
そ
し
て
、
セ
ー

ル
ス
マ
ン
お
断
り
の
表
示
を
無

視
し
て
立
ち
入
っ
た
場
合
、
意

思
侵
害
説
か
ら
す
る
と
、
居
住

権
者
の
意
思
に
反
す
る
立
入
り

で
あ
る
以
上
、「
侵
入
」
に
該

当
す
る
の
に
対
し
て
、
平
穏
侵

害
説
か
ら
す
る
と
、
住
居
等
の

事
実
上
の
平
穏
を
侵
害
す
る
態

様
で
の
立
入
り
で
は
な
い
か

ら
、「
侵
入
」
に
は
該
当
せ
ず
、

住
居
侵
入
罪
は
成
立
し
な
い
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑵
　
判
例

最
高
裁
（
大
審
院
）
は
、
住
居
侵
入
罪
の
保
護
法

益
に
つ
い
て
、
戦
前
は
、
他
人
の
住
居
権
を
侵
害
す

る
罪
で
あ
る
と
明
言
し
（
大
審
院
大
正
７
年
12
月
６

の
看
守
す
る
建
造
物
等
に
管
理
権
者
の
意
思
に
反
し

て
立
ち
入
る
こ
と
」
を
い
う
と

判
示
し
、
そ
の
後
も
、
最
高
裁

平
成
19
年
７
月
２
日
決
定
が

「
同
所
の
管
理
権
者
で
あ
る
銀

行
支
店
長
の
意
思
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
」
と
、
最
高
裁

平
成
20
年
４
月
11
日
判
決
が

「
他
人
の
看
守
す
る
邸
宅
等
に

管
理
権
者
の
意
思
に
反
し
て
立

ち
入
る
こ
と
」
と
判
示
し
て
お

り
、
保
護
法
益
と
「
侵
入
」
の

意
義
と
の
間
に
ね
じ
れ
が
生
じ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
状
況
で

あ
る
。

２　

給
水
停
止
と
住
居
侵
入
罪

⑴
　
基
本
的
な
考
え
方

学
説
、
判
例
の
状
況
は
前
記
１
で
見
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
実
務
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
が
「
他
人
の

看
守
す
る
建
造
物
等
に
管
理
権
者
の
意
思
に
反
し
て

立
ち
入
る
こ
と
」
を
も
っ
て
「
侵
入
」
と
判
示
し
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
、
給
水
停
止
の

た
め
に
戸
建
の
敷
地
や
集
合
住
宅
の
共
用
部
分
に
立

ち
入
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

水
道
法
第
15
条
第
３
項
は
「
水
道
事
業
者
は
、
当

該
水
道
に
よ
り
給
水
を
受
け
る
者
が
料
金
を
支
払
わ

保護法益 「侵入」の意義

居住権説 → 意思侵害説

平穏説 → 平穏侵害説

保護法益 「侵入」の意義

居住権説 →

→

意思侵害説

平穏説？

日
判
決
・
大
審
院
刑
事
判
決
録
24
輯
１
５
０
６
頁
）、

居
住
権
者
の
承
諾
を
欠
く
場
合
に
住
居
侵
入
罪
が
成

立
す
る
と
し
、
し
か
も
家
父
長
思
想
を
反
映
し
て
住

居
権
は
夫
に
帰
属
す
る
と
し
て
い
た
が
（
大
審
院
昭

和
13
年
２
月
28
日
判
決
・
大
審
院
刑
事
判
例
集
17
巻

１
２
５
頁
。
し
た
が
っ
て
、
夫
の
不
在
中
に
、
他
の

男
が
姦
通
目
的
で
妻
の
承
諾
を
得
て
そ
の
住
居
に
立

ち
入
っ
た
場
合
、
夫
の
意
思
に
反
す
る
立
入
り
で
あ

る
以
上
、「
侵
入
」
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。）、
戦

後
に
な
る
と
、「
住
居
侵
入
罪
の
保
護
す
べ
き
法
律

上
の
利
益
は
、
住
居
等
の
事
実
上
の
平
穏
で
あ
り
、

居
住
者
又
は
看
守
者
が
法
律
上
正
当
な
権
限
を
有
す

る
か
否
か
は
犯
罪
の
成
否
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な

い
」（
最
高
裁
昭
和
49
年
５
月
31
日
決
定
・
最
高
裁

判
所
裁
判
集
刑
事
１
９
２
号
５
７
１
頁
）、「
建
物
の

囲
繞
地
を
刑
法
１
３
０
条
の
客
体
と
す
る
ゆ
え
ん

は
、
ま
さ
に
右
部
分
へ
の
侵
入
に
よ
っ
て
建
造
物
自

体
へ
の
侵
入
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
程
度
に
建
造

物
利
用
の
平
穏
が
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
保
護

し
よ
う
と
し
た
趣
旨
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
」（
最
高
裁
昭
和
51
年
３
月
４
日
判
決
・

判
例
時
報
８
１
２
号
43
頁
）
と
判
示
す
る
よ
う
に

な
っ
た
（
た
だ
し
、
判
例
変
更
に
必
要
と
さ
れ
る
大

法
廷
判
決
で
は
な
い
（
裁
判
所
法
第
10
条
第
３
号
参

照
））。

と
こ
ろ
が
、「
侵
入
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
の
最
高
裁
昭
和
58
年
４
月
８
日
判
決
が
「
他
人

【表１】保護法益と「侵入」の意義（学説）

【表２】保護法益と「侵入」の意義（判例）
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な
い
と
き
、
正
当
な
理
由
な
し
に
給
水
装
置
の
検
査

を
拒
ん
だ
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き

は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由

が
継
続
す
る
間
、
供
給
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
そ
の
者
に
対
す
る
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
定
め
て
お
り
、「
供
給
規
程
」
で
あ
る
給

水
条
例
（
例
と
し
て
柏
市
水
道
事
業
給
水
条
例
。
以

下
同
じ
）
第
38
条
は
、「
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
継
続

す
る
間
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑴
こ
の

条
例
に
よ
り
納
付
す
ベ
き
料
金
、
手
数
料
、
納
付
金
、

修
繕
料
、
工
事
費
等
を
期
限
内
に
納
入
し
な
い
と

き
。」
と
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
水
道
事
業
者
と

需
要
者
と
の
間
の
法
律
関
係
は
給
水
契
約
（
私
法
上

の
売
買
契
約
）
で
あ
り
、
給
水
条
例
は
、
定
型
約
款

と
し
て
給
水
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
民
法
第

５
４
８
条
の
２
第
１
項
第
２
号
参
照
）。

そ
う
す
る
と
、
水
道
事
業
者
は
、
給
水
契
約
上
、

給
水
停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
、（
検
針
の
た
め
に

必
要
で
あ
れ
ば
戸
建
の
敷
地
や
集
合
住
宅
の
共
用
部

分
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
）
給
水
停

止
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
戸
建
の
敷
地
や
集
合
住

宅
の
共
用
部
分
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
（
需
要

者
は
あ
ら
か
じ
め
そ
の
こ
と
を
承
諾
し
て
い
る
）
と

解
さ
れ
る
。

⑵
　
あ
ら
か
じ
め
立
入
拒
否
の
意
思
を
積
極
的
に
明

示
し
て
い
た
場
合

ア
　
戸
建
の
場
合

（
ア
）
需
要
者
に
何
ら
か
の
不
服
が
あ
り
、
水
道
料

金
を
支
払
わ
ず
、
あ
ら
か
じ
め
立
入
拒
否
の
意
思
を

積
極
的
に
明
示
し
て
い
る
場
合
、
戸
建
の
敷
地
に
つ

い
て
は
、
需
要
者
＝
管
理
権
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

を
無
視
し
て
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と
は
、
管
理
権
者

の
意
思
に
反
す
る
立
入
り
で
あ
り
、「
侵
入
」
に
該

当
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
イ
）
と
こ
ろ
で
、
刑
法
第
36
条
第
１
項
は
、「
急
迫

不
正
の
侵
害
に
対
し
て
、
自
己
又
は
他
人
の
権
利
を

防
衛
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
に
し
た
行
為
は
、
罰

し
な
い
。」
と
定
め
て
い
る
。
敷
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
ず
、
給
水
停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
、
売
主
で
あ
る
水
道
事
業
者
の
意
思
に
反
し
て
商

品
で
あ
る
水
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
状
態
を
阻
止
し
、
財
産
権
（
水
の
所
有
権
、

未
払
の
水
道
料
金
債
権
）
を
防
衛
す
る
た
め
に
敷
地

に
立
ち
入
る
こ
と
に
、
正
当
防
衛
が
成
立
し
、
違
法

性
が
阻
却
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
。「
急
迫
不
正

の
侵
害
」
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。

給
水
停
止
に
つ
い
て
は
、「
本
項
〔
注
：
水
道
法

第
15
条
第
３
項
〕
の
趣
旨
は
、
水
道
使
用
者
に
料
金

不
払
…
…
が
あ
る
と
き
は
、
水
道
事
業
者
は
、
そ
の

者
に
対
す
る
給
水
義
務
の
履
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
広
い
意
味
で
の
同
時
履

行
の
抗
弁
権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
給
水
契
約
が
有

償
、
双
務
、
継
続
的
供
給
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
着

目
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

給
水
停
止
は
、
給
水
契
約
を
解
除
す
る
も
の
で
は
な

く
、
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
が
解
消

す
れ
ば
直
ち
に
給
水
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
水
道
法
制
研
究
会
『
第
四
版　

水
道
法
逐
条

解
説
』（
日
本
水
道
協
会
、２
０
１
５
年
）
３
３
８
頁
）

と
解
さ
れ
て
い
る
。
給
水
停
止
が
広
い
意
味
で
の
同

時
履
行
の
抗
弁
権
（
民
法
第
５
３
３
条
）
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
（
な
お
、
給
水
停
止
は
過
去
の
不
履
行

（
水
道
料
金
の
不
払
い
）を
理
由
に
、将
来
の
履
行（
水

の
供
給
）
を
拒
む
点
で
「
同
時
履
行
」
の
抗
弁
権
そ

の
も
の
と
は
異
な
る
。）、
水
道
事
業
者
の
履
行
遅
滞

（
水
を
供
給
し
な
い
こ
と
）
の
違
法
性
を
阻
却
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
、
給
水
停
止
に
係
る
民

事
上
の
請
求
権
、
行
政
上
の
権
限
を
発
生
さ
せ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
給

水
停
止
を
す
る
ま
で
は
、
水
道
事
業
者
は
給
水
契
約

に
基
づ
い
て
水
を
供
給
し
、
需
要
者
は
そ
の
引
渡
し

を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、「
急
迫
不
正
の
侵
害
」

が
あ
る
と
は
言
え
な
い
（
同
じ
理
由
で
、
緊
急
避
難

（
刑
法
第
37
条
第
１
項
本
文
）
に
つ
い
て
も
「
現
在

の
危
難
」
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。）。
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（
ウ
）
正
当
防
衛
の
成
立
が
難
し
い
と
な
る
と
、
強

制
的
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

（
刑
法
第
35
条
参
照
）、
裁
判
所
に
立
入
妨
害
禁
止
の

仮
処
分
（
民
事
保
全
法
第
23
条
第
２
項
。
仮
の
地
位

を
定
め
る
仮
処
分
）
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

も
っ
と
も
、
仮
処
分
を
申
し
立
て
る
に
は
、
被
保

全
権
利
（
民
事
保
全
法
第
23
条
第
２
項
「
争
い
が
あ

る
権
利
関
係
」）
と
保
全
の
必
要
性
（
同
項
「
債
権

者
に
生
ず
る
著
し
い
損
害
又
は
急
迫
の
危
険
を
避
け

る
た
め
こ
れ
を
必
要
と
す
る
」
こ
と
）
を
疎
明
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
何
を
被
保
全
権
利
と

で
き
る
の
か
と
い
う
困
難
な
問
題
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
給
水
停
止
は
、
広
い
意
味
で
の
同
時

履
行
の
抗
弁
権
で
あ
り
、
給
水
停
止
に
係
る
民
事
上

の
請
求
権
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ

れ
（
例
え
ば
、
給
水
停
止
請
求
権
）
を
被
保
全
債
権

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
給
水
停
止
を
す

る
ま
で
は
、
水
道
事
業
者
は
給
水
契
約
に
基
づ
い
て

水
を
供
給
し
、
需
要
者
は
そ
の
引
渡
し
を
受
け
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
水
の
所
有
権
を
被
保
全
債
権

と
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
保
全
債

権
と
し
て
は
未
払
の
水
道
料
金
債
権
も
考
え
ら
れ
る

が
、今
度
は
、保
全
の
必
要
性
を
疎
明
す
る
こ
と
（
給

水
停
止
を
す
る
こ
と
が
著
し
い
損
害
又
は
急
迫
の
危

険
を
避
け
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
す
る
こ
と
）
が
困

難
と
な
る
。

イ
　
集
合
住
宅
の
場
合

（
ア
）
需
要
者
が
給
水
停
止
の
た
め
の
立
入
り
を
明

示
的
に
拒
否
し
て
い
て
も
、
集
合
住
宅
の
共
用
部
分

の
管
理
権
は
、
管
理
組
合
な
い
し
そ
の
委
託
を
受
け

た
管
理
会
社
の
従
業
員
（
管
理
人
）
に
あ
り
、
需
要

者
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
管
理
人

が
あ
ら
か
じ
め
立
入
拒
否
の
意
思
を
積
極
的
に
明
示

し
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、
管
理
権
者
の
意
思
に
反

し
た
立
入
り
と
は
言
え
な
い
か
ら
、「
侵
入
」
に
該

当
せ
ず
、
住
居
侵
入
罪
は
成
立
し
な
い
。

（
イ
）
と
こ
ろ
が
、（
水
道
法
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
が
）
給
水
条
例
施
行
規
則
第
27
条
は
、「
条
例
第

38
条
の
規
定
に
よ
り
給
水
を
停
止
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
給
水
停
止
予
告
状
で
通
知
し
、
停
水
執
行

後
、
給
水
停
止
通
知
書
を
発
行
す
る
。」
と
定
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
給
水
停
止
予
告
状
を
受
け
取
っ
た

需
要
者
が
、
管
理
人
に
対
し
て
給
水
停
止
の
た
め
に

職
員
が
来
た
ら
絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う
威
嚇
し
、
住

人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
た
管
理
人
が
職
員
の
立
入

り
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
、
そ
れ
を
無
視
し
て
敷
地
に
立
ち
入
る
こ
と

は
、
管
理
権
者
の
意
思
に
反
す
る
立
入
り
と
な
り
、

「
侵
入
」
に
該
当
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
結
果
は
、
前
記
ア
で
述
べ
た
こ
と
と
同

様
に
な
る
。

（
ウ
）
た
だ
し
、
集
合
住
宅
に
は
他
に
も
多
数
の
需

要
者
（
給
水
契
約
の
当
事
者
）
が
お
り
、
そ
の
者
ら

と
の
関
係
で
検
針
の
た
め
に
共
用
部
分
に
立
ち
入
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
つ
い
で
に
給

水
停
止
の
作
業
を
し
た
と
し
て
も
、
管
理
人
か
ら
立

入
拒
否
の
意
思
を
積
極
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
段

階
で
あ
れ
ば
、「
現
に
行
わ
れ
た
立
入
り
行
為
を
管

理
権
者
が
容
認
し
て
い
な
い
」（
前
掲
・
最
高
裁
昭

和
58
年
４
月
８
日
判
決
）
と
は
言
え
ず
、
管
理
権
者

の
意
思
に
反
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
（
後
記
⑶
参

照
）。
し
た
が
っ
て
、
や
や
グ
レ
ー
で
あ
る
感
は
否

め
な
い
も
の
の
、「
侵
入
」
に
は
該
当
し
な
い
と
考

え
る
。

⑶
　
あ
ら
か
じ
め
立
入
拒
否
の
意
思
を
積
極
的
に
明

示
し
て
い
な
い
場
合

最
高
裁
は
、「
管
理
権
者
が
予
め
立
入
り
拒
否
の

意
思
を
積
極
的
に
明
示
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
該
建
造
物
の
性
質
、
使
用
目
的
、
管
理
状
況
、

管
理
権
者
の
態
度
、立
入
り
の
目
的
な
ど
か
ら
み
て
、

現
に
行
わ
れ
た
立
入
り
行
為
を
管
理
権
者
が
容
認
し

て
い
な
い
と
合
理
的
に
判
断
さ
れ
る
と
き
」
は
「
侵

入
」
に
該
当
す
る
と
判
示
し
て
い
る
（
前
掲
・
最
高

裁
昭
和
58
年
４
月
８
日
判
決
）。

し
か
し
、
前
記
⑴
で
述
べ
た
と
お
り
、
水
道
事
業

者
は
、
給
水
契
約
上
、
給
水
停
止
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
給
水
停
止
の
た
め
に
は
戸
建
の
敷
地
や
集
合
住
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宅
の
共
用
部
分
に
立
ち
入
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
（
需
要
者
は

あ
ら
か
じ
め
そ
の
こ
と
を
承
諾
し
て
い
る
）。

そ
う
す
る
と
、
居
住
者
（
戸
建
の
場
合
）
な
い
し

管
理
人
（
集
合
住
宅
の
場
合
）
が
、
立
入
拒
否
の
意

思
を
積
極
的
に
明
示
し
て
い
な
い
場
合
は
、「
現
に

行
わ
れ
た
立
入
り
行
為
を
管
理
権
者
が
容
認
し
て
い

な
い
」
と
は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
管
理
権
者
の
意
思
に
反
し
た
立
入

り
と
は
な
ら
ず
、「
侵
入
」
に
該
当
せ
ず
、
住
居
侵

入
罪
は
成
立
し
な
い
。

３　

ま
と
め

以
上
見
て
き
た
と
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
給
水
停

止
を
す
る
た
め
に
は
、
需
要
者
が
立
入
拒
否
の
意
思

を
積
極
的
に
明
示
し
て
い
な
い
段
階
で
、
速
や
か
に

閉
栓
作
業
を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
も
し
も
需

要
者
に
立
入
拒
否
の
意
思
を
積
極
的
に
明
示
さ
れ
る

と
、
戸
建
の
場
合
は
、
給
水
停
止
を
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
、
未
払
の
水
道
料
金
に
つ
き
支
払
を
求
め

る
訴
訟
を
提
起
す
る
か
支
払
督
促
（
民
訴
法
第

３
８
２
条
以
下
）
を
申
し
立
て
る
ほ
か
な
い
。
集
合

住
宅
の
場
合
は
、
需
要
者
に
立
入
拒
否
の
意
思
を
積

極
的
に
明
示
さ
れ
て
い
て
も
直
接
の
影
響
は
な
い

が
、
管
理
人
か
ら
立
入
拒
否
の
意
思
を
積
極
的
に
明

示
さ
れ
れ
ば
同
様
の
結
果
と
な
る
。

需
要
者

あらかじめ立入拒
否の意思を積極的
に明示していた場
合

ア　戸建の場合 （ア）「侵入」 該　当

（イ）正当防衛 不成立

（ウ）仮処分 困　難

イ　�集合住宅の
場合

「侵入」 （ア）原則 非該当

（イ）�例外�
管理人が立入りを拒否した場合

該　当�
→ア（イ）（ウ）へ

（ウ）�例外の例外�
�検針のために共用部分に立ち入
る場合

非該当

あらかじめ立入拒
否の意思を積極的
に明示していない
場合

「侵入」 非該当

【表３】まとめ


